
2023年４月 27日 

各 位 

会 社 名 東日本旅客鉄道株式会社 

代表者名 代表取締役社長 深澤 祐二 

（コード番号 9020 東証プライム）

問合せ先 コーポレート・コミュニケーション部門長 土澤 壇 

業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

2022 年４月 27 日に公表いたしました 2023 年３月期の業績予想と本日公表の実績に差異が生じました

ので、お知らせいたします。 

記 

１ 2023年３月期業績予想と実績の差異（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

（１）連結

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,453,000 

百万円 

153,000 

百万円 

98,000 

百万円 

60,000 

円 銭 

159.05 

実績値（Ｂ） 2,405,538 140,628 110,910 99,232 263.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △47,461 △12,371 12,910 39,232 

増減率（％） △1.9 △8.1 13.2 65.4 
（参考）前期実績 
（2022年３月期） 

1,978,967 △153,938 △179,501 △94,948 △251.69

（２）個別

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,794,000 

百万円 

100,000 

百万円 

51,000 

百万円 

41,000 

円 銭 

108.58 

実績値（Ｂ） 1,765,512 90,932 46,001 52,423 138.83 

増減額（Ｂ－Ａ） △28,487 △9,067 △4,998 11,423 

増減率（％） △1.6 △9.1 △9.8 27.9 

（参考）前期実績 
（2022年３月期） 

1,424,150 △149,583 △177,718 △99,159 △262.60

２ 差異の理由 

当期の実績は、新型コロナウイルス感染症の影響からの回復が遅れたことなどにより、売上高・営業利

益・経常利益（個別）については、いずれも前回予想値を下回りました。一方、連結の経常利益について

は、持分法投資利益が増加したことなどにより、前回予想値を上回りました。また、当期純利益（連結で

は親会社株主に帰属する当期純利益）についても、受取補償金を計上したことなどにより、前回予想値を

上回りました。 

以 上 


